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展覧会
Exhibitions
バルマイタリア美伸∫、もう　・つ（ノ）都
ParIlla：Grazia（・affetti，　natura　e　artifi（・io，　Prota　gJon　ist　i　del1’arte　da　Corre99io　a
I．anfrar）（“o．
∫’？！U」：2007イ「5月2～）日一8月2611
iモ催：国、”：1鳩γ1）隻術館パルマ・ピアチJ一ンツァ歴史）罰；エ民俗文化財監督局読，1己新聞社
入場者数：167，9134人
DuratiOll：2g　May－2G　AugUst　2007
0rgallizers：Nati（）11al　Museumof　Westerll　Art／Sol）rintelldellza　per　il　Patrimonio　Storic（）
Artistico　e　Etnoantropologico　di　Parma　e　Piacenza　／　The　Yon）iuri　Shimbun
NしHnber　of　Visitors：167，934
本展覧会は1400年代末から1600年代初期にかけてのイタリア・パル　　　　織を中心とした市民の生活の中で、富裕層はパルマの外の芸術家
マ（エミリア・ロマーニャ州・州都ボローニャ）の芸術文化を広く紹介　　　　の作品を賞賛していた　こうした背景の中でチーマの作品がパル
することをH的とした展覧会であった　151H二紀末から16111r紀前’トに　　　　マにもたらされ、1・4時にカゼッリやフでリッボ・マッツォーラといったパル
かけてコレッジョとパルミジャニーノらの活躍により、フィレンツェ、ロー　　　　　マの地元の画家たちに大きな影響を与・えていった　第2セクションで
マ、ヴェネツィアと並ぶ芸術都lliとなったパルマ美術の特徴は、優美　　　　は、「コレッジョとパルミジャニーノの季節」と題し、いわゆるルネサン
で、洗練されたヒllllさを特徴としていたそれらは自然に忠実ながら　　　　ス期パルマの黄金時代を築いたふたりの画家コレッジョとパルミジャ
も生き生きとした情緒表現に満ち溢れたコレッジョの芸術を引き継ぎ　　　　ニーノに焦点を当てながら、彼らの影響がどのように次の世代のPlli
ながら、パルミジャニーノが実現した精緻な輪郭彩艮をもつと同時に繊　　　　家に引き継がれるかを検証した突如パルマに登場したIT：星コレッ
細で優美な様式を基本に据えたものであった、　　　　　　　　　　　　　　ジョ　彼の作品は優）こかつダイナミックで、フィレンツェともヴェネツィ
　本展はパルマが孤・kした地方の小邑から、イタリアだけでなく国　　　　アとも異なるやりノ∫で；i12一術における人間性を追求し、1皮の実現した
際的にも重要な芸術拠点となっていった道のりを辿ることを目的とし　　　　様式は以後300年聞もさまざまな画家たちのf本として模倣されるこ
た　とりわけ1545年にファルネーゼ家の宮殿が置かれて以降、オッタ　　　　とになった　そして彼の次の世代に登場したマニエリスムの旗r・パ
ー ヴィオ・ファルネーゼとハプスブルク家出身の妻マルゲリータ、さら　　　　ルミジャニーノ彼はコレッジョ的な優美の中に独自のプロポーショ
にはアレッサンドロ、ラヌッチョ1匿までの時代にパルマの）こ術は大き　　　　ンを取り込み、そこに文学的知識を加えることで、独1’1のlll：界を展開
な展閉を迎えることにな惹，こうした背景をふまえて、本展ではパル　　　　してゆぐ、義兄弟にあたるジローラモ・ベドリはパルミジャニーノとと
マのX！一術の複雑な流れを、時代を追いながら紹介した．まず1400年　　　　もに仕事をしながら、その様式を引き継ぐワ∫、ファルネーゼ家の統
代にパルマで仕事をした「地元」の画家たちと「地方の画家たち」の　　　　治が始まるパルマの画壇を支えた・貢要な画家となり、サンタ・マリ
違いを確認し、同時に注文ilの違い、つまり世俗富裕層のlil文と教　　　　ア・デッラ・ステッカータ聖堂をはじめとする聖堂装飾の事業を引き継
会からの制作依頼による様式の違いを確認した　さらにファルネー　　　　ぐ　第3セクション「ファルネーゼ家の公爵たち」では、1545年にパル
ゼ公爵家の注文によって制作された作品、とくにオッターヴィオ・ファ　　　　マの領ドとなったファルネーゼ家の歴代君Lたちの肖像を紹介し
ルネーゼからラヌッチョllll：までの時代、つまりはピロッタ宮殿内の　　　　たltファルネーゼ家出身の教tllパウルス3川1によりパルマに封ヒさ
《ファルネーゼ劇場》が完成する時代までの様式的特徴を検記1　　　れた初代公爵ピエル・ルイージの息f’オッダーヴィオがスペインEフ
した1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エリペ2川：の姉であるマルゲリータと結婚したことにより、ファルネー
　本展は6つのセクションで構成された　最初のセクションは「1500　　　ゼ家はオッターヴィオと息r一アレッサンドロの2代にわたってスペイン
年代初期のバルマ：パルマに招聰された地方の芸術家たちと地元　　　　統治ドのネーデルラント総督を務めたこうした政治的状況の中で、
の反応」と題して、パルマでルネサンス文化形成され始めた時期の、　　　パルマ公として安定した地位を確、ltlしたファルネーゼとパルマの関
いまだ未熟な地元の画家と、各地方から招かれてパルマに作品を残　　　　係を象徴するのがジローラモ・ベドリの《アレッサンドロ・ファルネーゼ
したヴェネツィアで活躍したチーマ・ダ・コネリアーノらの作品を比較　　　　を抱擁するパルマ》であった。そして第4の「聖と俗の絵画：マニエ
した、15世紀後’トのイタリア各地ではフィレンツェ、ヴェネツィア、ロー　　　　リスムの勝利」と題するセクションでは、ファルネーゼ家の庇護のもと
マ、フェッラーラ、マントヴァなどで矢舶勺なルネサンス’文化が華開いた　　　で栄えたパルマ派独自のマニエリスム文化を担った画家たちの作
が、この時期パルマはまだその眠りを覚ましていなかった、教会紅　　　　品を紹介した，ジローラモ・ミロラ、ヤコポ・ベルトーヤといった日本で
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This　exhibition　sought　to　broadly　in［roduce　the　artistic　culture（）f　Parma，
district　of　Emilia，　from　the　end　of　the　Quaurocqlt〔｝through　th（．i
begilming　of　the　Seicento，　Parma　became　as　important　an　artistic　cities
as　Florence，　Rome　and　Venice　for　the　artistic　adivity　ol　C｛｝n・（・ggio，
Parlnigianino　and　others　fr（．）m　the　eI）d　of　the　15th　centし量ry　tilrough　thc
first　half　of　the　l6th　century．　Parmesan　style　is　characterized　by　an
elegantly　refined，　superior　beauty，　established　by　Correggio　who
imbued　his　works　with　a　faithful　renditiぐ）n　of　nature　alld　mass（swith
graceful　affection，　elements　which　were　illherited　alld　c（）ntillued　by
Parmagianino，　who　also　used　truly　precise　outlines　alld　a　delicate　alld
graceful　style　as　the　basis　for　his　works，
　　This　exhibition　shows　tl「1e　path　by　which　Parma　devel（》ped　lmln　a
small　locai　city　to　an　important　art　center，　both　in　Italy　alld　in　the　wor］d．
Frorn　the　I545　when　the　Farnese　family　settled　in　Parma　inけ1e　reigll　of
Ottavio　Farnese　and　his　wife　Margherita　of　Habsburg，　through　the　reigll
of　Alessandro　and　Ranuccio　l，　Parma　welcorned　malor　artistic
developments，　This　exhibitiorl　provides　a　chronological　intr〔，ductioll　to
the　complex　tangle　of　artistic　styles　in　Parma，　First、　the　exhibition
はまつたく知られていないが・独特のA・JI　1　（1〈J　t．k　rk美を追求したマニ　臨留譜隣。！徽鵠1，1瓢諜II誕鴇糊1
エリストである、，中でも今回出lllIlされる《ウェヌス》は、かつてファル　　　　the　c（，mmissioners，　namely　the　wealthy　worldly　class　and　the　church，
ネーゼ家の邸宅であった「庭園宮殿」（現在はパルマのカラビニエ　　　　「esulted　in　diffe「ent　styles　of　wo「ks　being　c（）mmissione（i’Fu「the「・the
一リ・・梛）の内灘1・の弧残念ながら今Hではvef・」1・として　謙翻難鑑1朧瓢瓢瓢躍、ll麟翻灘1
しか残されていない、貴重なフレスコ断片である。そして第5セクシ　　　of・Ottavio　Farnese　to　Ranuccio　1，　namely　up　until　the　completion　of　the
ヨンでは「バロックへ：カラッチ、スケドー二、ランフランコ」と．題し、パル　　　Teat「o　Farnese　at　the　P董lotta　Palace・
マに魅∫されたヵラ・チ・族やパルマ出身でバ・・ク絵1・1樋要な　、。誕糟膿糊，囎二鷲諾膿1翻1、1認臨縞nl二
導きr：となったスケドー二やランフランコの今Hなお新鮮な驚きを与え　　　　parma　and　the　Local　Reaction，”compares　the，　as　yet　unrefined，　w（，rks
続ける作晶を紹介した、、カラッチー一・族はボローニャの出身でありな　　　of　the　local　Painte「s　with　the　wo「ks　of　the　va「ious　“fo「eign”a「tists　i「）vited
がら・パルマ派とく1・コレ・ジ・の作ll占の魅力に取り付力・れ・中でもア　1器臨糊111。il麟e鼎，龍鷲、雛g器，燃1
ンニーバレはコレッジョの模写を精ノJ的に制作した・一』方バルトロメ　　　　being　formulated．　The　intellectual　Renaissance　culture　was　flowering　in
一 オ・スケドー二といった奇才も登場するカラヴァッジョが光の明暗　　　　the　latte「　half　of　the　15th　centti　ry　in　the　va「ious「egions　of　ltaly・　such　as
を人lllj・・内面罎。・呼LEIさせたのとは異なり・スケドー二。よ色彩そ　驚Cl｛齢二、番認湘課儲tl搬ll灘。翻lll
のもののもつ強さを人間の感情の動きそのものに直接対1［1寺させた。　　　and　in　that　context　the　wealthy　citizens　of　the　town　appre（：iateci　the
《3人0）マリア》は彼の傑作のひとつで、3人の．女性の顔が見えない　　　　wo「ks　of　a「tists　l「om　outside　of　Pa「ma・With　this　back9「ound　Cima’s
にもかかわらずそ・顧・・驚愕がf皮女たちの佃・る衣の色から　離。瓢、鼎臨魏窒、綿識鑑ly　influeilced　thd°cal
ll’1：接われわれの感性に訴えかけてくる、斬新かつ驚異rl勺なダイナミ　　　　The　second　section，　titled，“The　Seasons　of　Correggi。　and
ズムを実現している、そして最後の第6セクションではコレッジョやパ　　　　Parmigianino，”　focused　on　the　two　painters　who　established　the　“901den
ルミジャニー7・あるいはその後の・1ルマ派を支えた（tuitl〈たちの優　1讐；艦。鼎lll蹴識1；，論諜臨瀦1舗胤
れた素描を紹介した、）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　great　Correggio　appeared　suddenly　in　parma．卜lis　paintings　are　elegant
　　こうして、世界でも初めてとなる15世紀から17世紀にかけてのパ　　　and　yet　dynamic・and・　in　a　diffe「ent　manne「f「om　his　contemPc）「a「ies　in
ルマ澱術の概略を溜芽的に見る展覧会を実現できたのは・ひと　濡認謡諸器1二ltlll，惚翻蟹謙i鵬
えにバルマ・ピアチェンツァ歴史美術民俗文化財監督局の好意の賜　　　　emerged　in　the　following　generation　as　a　Gonfaloniere　of　Ma肛111erism．
物である口本側担当者として、心より感謝している次第である。　　　　　Pa「migianino　used　unique　P「oPo「tions　amidst　the　C（）「「e99io　style　of
il本II・i内では無名に等し・・1・i家たちを紹介するという点で（よ意　瀦1：、課翻nl、乱盤1瀦1翻翻「1。1器「蹴i。lllll
欲的で汐）ったとはいえ、担当者としては会場内の解説等に配慮の欠　　　brother．in．law，　worked　with　parmigianino　and　inherited　his　style，　while
けた点があったことなどは、ひとえに反省するばかりで、今後の展覧　　　　at　the　same　time　becoming　an　imP（，「’tant　Painte「wh°「uled　the
会によりよい形でこうした反舗を生かしてゆければと精進に励む　燃ll「踏翻驚：器離儲説鰍，li艦∴櫓：
次第である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高梨光ID　　　　Parma．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　third　section，“The　Dukes　of　Farnese　Family，”pr（sented　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　portraits　c）f　the　generations　of　Farnes　e　dukes　who　rulc，（l　Parma　from
　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15450nwards．　Pope　Paulus川of　the　Famese　lそ．u’i）ily，　alld　the　lirst
［カタ゜グ．】　　　　　　　　　　　　　F、me、e　d。k。，　Pi。，　L。igi，　had。s。、1・，，、，i。，　wh。　w。、1，：、1）．t＿rry’　the
棚こ：高梨光正　　　　　　　　　　　　daし19h・…fKi。9、Philip、II、、f、Spain、　M、，gh，，i・。．　Becau，。。1，hi＿r，：i。9。，
iljl」作：焔：tll版デザインセンター　　　　　　　　　　　f。，　tw。　gene，ati。n、，　th。t。f・Ott、・lvi。　and　hi、　s。。　A［。。a、（i，。，　th。　F。m。、e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　family　served　as　the　Governor　of　the　Netherlands　thenしm（k．r　SPanish
作晶輸送・展示：日本通連　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rule．　In　this　state　of　political　affairs，　Giroialno　Bedoli　used　his　Pωrina
会場1没’1亀r：東京スタデオ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ermbraces　Alessandro　Farnese　to　syinbolize　the　relationshil）betweerl　the
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Farncge and Parma that had been stal)ilized thanks to their role as rulers [Catalogue]
of Parma. Edited t)y', Mitsumasa Takanashi  The fourth section, "Secular an(i Sacr(d Pairitings: The Triumph of Produced by: Bijutsu Shuppan D(sign ('vnter
pv{ann( risn)," ntroduces the works of pair)ters, spoi)SOred bY the Fari)eSe Transport and handling: Nippon Express
fa[niLv, who were responsible for Parma`s uTii(IUe fOrM Of Mani)eriSM･ Exhit)ition design: 'rokyo Studio
Giro]amo Mirola and Jacopo Bertoja were, before this exhibition
con)plet( ly unknown in Japan, two NlantKrists who sought a unique
form of artificial beauty. Of the works displayed in this sectiori, l4inus,
was an important fragment of th( decorative wall painting of the
Palazz(') del Giardino (today the offices of Carabinieri) that was then the
hoinec)fth( Farnese family.
  ScctioT) 5, "Towards the Baroque: Carrac(:i, Schedoni, Lanfranco,i'
introciuced works l)y the Carracci fainily ineinb( rs who were fascinated
bx, Parmesan art. and Schedoni and Lanfranc{), t)oth b(.)rn in Parn'ia and
important for their introduction of Baroque painting to the region, The
works of these three artists c()ntinue today to delight in fresh and
surprising ways, The Carracci family was of Bolognese origin, but the
ParTnesan painters fascinated thein, particularly Correggio, with
Annibale Carracci vigorously setting himself the task of copying the
works of Correggio, At the same tinie the unique genius of Bartolorneo
Schcdoni was on the rise, While Caravaggio used light and shadow to
eN･Joke the inner affection, Schedoni strengthened his color palette to
dire(;tly r( flc}ct the emotional workit)gs of people. rvie rvit?e ?l4tirias is
one of Schedoni's rnasterpieces. Evu) thougl'i you cannot see the faccvs
of the thr( e won)en, the viewer gets a direct sense of the internal alarn')
of each won)an from the colors of tl)eir garments. The work achieves a
I)OVC}1, Strallgc)IY ITIOVillg dYIIalllisll),
  The sixtt) and final sectiot) iT]troduced drawings by Corrc- ggio,
Parrnagianino, and laterartists of th( Parma school.
  We were abk to rea]ize an exl')ibition presenting the w{)rld's first
ovc A･'iew of art in Parma from the 15th cei)tur〉r through the 17th cc ntuil,'
thanks to ttie goocl will and genu'osity of the Soprintendenza p(r il
Patriinonio Storico Artistico e Etnoantrol)ologico di Parina e Piacenza.
The Japanese organizers wou](i ]ike to (i]xprc}ss t}iteir heartfelt thanks to
this kind ltalian iT)stitute. Given that this exhibition sought to introduce
painters who were almost unknown in Japan, as the person responsible
for explanatory materials in the galleries, I am aware that earnest
reflection is neede(1 on problems in that area, and my hope is to strive
even harder in the future to use these points of reflection to create even
better future exhit)itions, (Mitsumasa Takanashi)
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